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　本研究で は、音声言語 を主な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段 とする 2 〜 4 歳の 先天 性聴覚

障害幼児にお け る象徴遊 び と母子相互作用 の 発達的特徴 を検討 し た
。 研究 の 結果 、聴

覚障害幼児 の 象徴遊 び は 、年齢が 上 が る に つ れ て 、よ り高次な レ ベ ル の遊 びへ と発達

す る こ と、 健聴児の 発達傾 向 と比較す る と、 2 歳児 で はやや遅 れ る傾 向が ある もの の 、

3 〜 4 歳児 で はほ ぼ 同等の 発 達 レ ベ ル に達 する こ とが 示 された 。 象徴遊び 場面 に お け

る 母子相互 作用 に お い て は 、 聴覚障害幼児に よる言 語 的相 互作 用が増加す る傾 向 に あ

る こ と、一方、聴覚障害幼児 と健聴母親 に よる動作 的相互 作用 は 、 聴覚障害幼児の 言

語 的相互 作用 の 増加 に もか か わ らず、一定割合 で 維持 され る傾 向が ある こ とが 示唆 さ

れ た 。また、聴覚障害幼児 と健聴母親 との 言語 的相 互作用 に は、オ ノ マ トペ
ー

や 模倣

とい っ た、健聴児には示 され なか っ た特徴的なカ テ ゴ リパ ターン が 見 られ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：象徴遊 び　聴覚障害幼児　母子相互作用

1．問題 と 目的

　子 どもに お け る遊 びは、行動 自体の 楽 しみ の

た め に 自由で 自発 的 に行 う行動で あ り（岡本 ・

清水 ・村井，1995）、子 どもの 自我、もの 、世界

に つ い て の 知識や コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が劇 的に

拡大する 時期に頻繁に出現 する こ とか ら、子 ど

も の 発 達 に 関 す る 情 報 源 に な る と さ れ る

（Spencer，　Deyo，＆ Grindstaff，　1991）。遊びの 中で

も、ふ り遊び や ご っ こ遊 び な ど の 象徴遊 び は 、

象徴機能の 初期 の 表 れ で あ り、 子 ど も の 表象の

世界 を形成 し、言語 の 発達 を支 え る もの で ある

（大島
・藤 野 ，

2001）。

　健聴児 の 象徴遊 び は、 1 歳前後 に食事場面 な

どの 日常生活 に密着 した遊 び と して発生 し、 2

歳前後に は、言葉の 発達に伴 い 、他者へ 向け ら

れ た 遊 び と し て 増 え て い くと され る （戸 田 ，

1996）。

　
一

方 、聴覚障害児 の 象徴遊 び に つ い て は 、 言

＊

筑波大学大学院人間総合科学研究科

＊＊
筑波大学附属聴覚特別支援学校

語的 な面 を除 け ば、健聴児 との 質 的な違 い は み

られ な い もの の 、遊 びの 量 は少な い こ とが指摘

され て い る （Mann ，
1985）。 他 に も、言語力の 低

い 聴覚障害児 に比 べ て 、言語力の 高 い 聴覚障害

児 の 象徴 遊 び が 多様 で あ る こ と （Casby ＆

McCo   ack ，1985）、 聴覚障害児と母 親 との 問の

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に着 目 し、聴覚障害母 親 を

持 つ 聴覚 障害児 と健聴母親 を持 つ 健聴児 とで

は 、 象徴遊 び に お ける 質的 ・量的 な違 い は な い

こ とが 報告 され て い る （Spencer　et 　a1．，1991）。

　 また 、高度聴覚障害幼児 で は、音声言語発達

の 遅 れ は み られ る もの の 、象徴遊 び の 開始時期

は 、健 聴児 と比較 して 、遅れは み られ ない と の

報告 （中島 ・小 出 ・大森 ・中川 ・野 中 ・長野 ・

高橋 ・高橋 ・川野，1986）や 、 聴覚障害児の象徴

遊 び の 発達 は、言語的象徴行動 に よる発達 だ け

で な く、動作的象徴行動に よる発達 に お い て も、

生活年齢 に 比べ て 、遅 れ る傾向が あ る と の 報告

が見 られ る （大島 ら，2001）。

　 さ らに、生後まもない 時期か ら行 わ れ る母子
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遊 びは 、そ の 後 の 子 どもの 発達 の 基礎 を作 っ て

い くた め に重要 な 要素 で あ る と され て い る （田

中，1996）。 母子遊 び と象徴遊 び と の 関連 に つ い

て は 、 母親 が積極 的に遊 び に関わ る こ と に よ り、

乳 幼児の 象徴遊 び の レ ベ ル が 高 め られ る こ と

（Slade，1987）、子 どもの ひ とり遊び に 比 べ 、母

親 と
一

緒 の 遊 びが象徴遊 び の 質的変化 を もた ら

す こ とが 示唆 され （Fiese，1990）、母親 の 関 わ り

方が 、 子 どもの 象徴遊 び の 発達 に影響を及 ぼす

可能性が 指摘 され て い る 。

　 こ の よ うに、聴覚障害児 の 象徴遊 び に 関す る

先行研究で は、異 なる 聴覚障害児を対象 と して

お り、象徴遊 び の 発達 に つ い て 、様 々 な知見 が

報告 され て い る こ とに加 え 、 象徴遊 び に 影響 を

及 ぼ す と考え られ る対象児 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン 方 法 な どを考慮 した検 討が 十分 と は 言 い 難

い
。 また 、象徴遊び 場面 における健聴母 親と聴

覚障害児 と の 相互 作用 に関する情報 もほ とん ど

提供 され て い な い 。

　そ こ で本研究で は 、音声言語 を主 な コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン 手段 と す る先天 性聴覚障害幼児 の 象

徴遊 び の 発達傾 向や そ の 特徴 を、健聴母 親 と の

自由遊 び場面 を通 して 明 らか に す る こ と を目的

とす る 。 ま た 、 遊び場面 に お ける健聴母 親 と聴

覚障害幼児 との 相 互作用の 発達的特徴に つ い て

検討 を行 う。

な し 、 分析 の 対象 と した 。 な お 、 本研 究で は 、

聴覚障害幼児の 年齢上 昇 に と も な う象徴遊 び レ

ベ ル と母子相互作用 の 内容の 変化か ら発達 を捉

えた 。

　 1．対象児

　聴覚障害 を主 た る対 象 とする 特別 支援学校幼

稚部 に 通 う先天 性聴覚障害幼児 2 歳児 7 名 、 3

歳児 11名、 4 歳児 10名 の 計 28名で あ っ た 。 対象

児 は、両耳 また は片耳 に補 聴器 あ る い は人工 内

耳 を装用 してお り、聴力 レ ベ ル は 60dB 〜130dB

で あ っ た 。 対象児の 内訳 を Table　l に 示す 。

Table　1　 対象児 の 内訳

対象　　人 数　　平均月齢 （SD ）　　 聴力 レ ベ ル

2歳児　　　7

3歳児　 　 11

4歳児　　 10

31　（3．96）

44　（3．38）

56　（3．55）

80〜130dB

80〜130dB

60〜120dB

］、方 　法

　象徴機能とは 、 現実の 世界 の 事物 や事 象 を、

そ れ ら自体で は な く、 それ らを代理す る もの へ

と 思 考 を媒 介に して 変換 し、シ ン ボ ル で 指 し示

す心 の 働 き で あ り（中 島 ・安藤 E
子安

・
坂野 ・

繁桝 ・立花 ・箱 田 ，
ユ999）、象徴遊 び も象徴機能

の 出現 を示唆 す る もの で ある とさ れ る （外山 ，

2005）。 本研究 で は、こ の よ うな定義に基づ き、

聴覚障害幼児が 健聴母親 と の 自由遊 び場面の 中

で 、現実 の 事物や 出来事を、別 の 事物や 自 らの

動作で置 き換 える象徴 機能が示 され た と き、象

徴遊 びが成 立 した と み な した 。 また、象徴 遊び

の 中で 示 され る 、健聴母親 と聴 覚障害幼児の 全

て の 言語的及び動作 的行為 を母 子相互 作用 とみ

　 2 ．デ ー
タ収集

　幼稚部 の 教室 にお い て 、朝の 活動 が 始 まる 前

の 約 30分 間 、 集団遊 び場面 に おける 健聴母 親 と

聴覚障害幼児 との 自由遊び の様子を、DV カ メラ

4 台を用 い て 記録 し た 。

　 3、分析 内容

　聴覚障害幼児 と健聴母 親 に よる象徴遊 び と母

子相 互 作 用 に つ い て 、次の よ うな 分析 を行 っ

た 。

　 （1）象徴遊びの分析

　象徴遊 びの 発達傾向を分析 する た め に、各学

年にお ける象徴遊 び レ ベ ル の 評価 と年齢別変化

を分析 した 。

　象 徴 遊 び レ ベ ル の 評 価 に は 、 先 行 研 究

（McC   e−Nicolich
，
198ユ；Westby ，1991）を参考

に作成 した 「象徴遊 び評価表」 （Table　2）を用 い

た 。 なお、象徴 遊 び レ ベ ル の 判断 は 、「象徴 遊

び評価 表」に準 拠 し、聴覚障害幼児が 示 した 象

徴遊 び の 中 で 最 も高 い レ ベ ル の もの を 、その 子

の 象徴遊 び レ ベ ル とし、レ ベ ル 1 か ら レ ベ ル 1皿

まで の 8 つ の レ ベ ル の 中の 1 つ に分類 した 。

　象徴遊 び レ ベ ル の 年齢別変化 は 、象徴 遊び に

お ける レ ベ ル 1 を 1 点、レ ベ ル ［ を 2 点、同様
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Table　2　 象徴遊 び評価表

象徴遊 び レベ ル 定 義

レ ベ ル 1

レ ベ ル H

レ ベ ル 皿

レベ ル IV

レ ベ ル V

レ ベ ル VI

レ ベ ル W

レ ベ ル 1皿

日常 的 に よ く知 る 活動 （食べ る 、寝 る な ど）の 単
一

の ふ り活動

2 つ の行為 を組．み 合わせ る （ポ ッ トか らカ ッ プ に注 ぐな ど）活動

よ り長 い 行為の 連 続 や 道具 を用 い て 日常経験 を詳細 に 表象す る

一
連の 流 れ に沿 っ て 表象する

役割を自分 の 中 に 移行す る

高 い 創造的活動 をす る 。 人形 と役割 を交替す る

小道具や 場面を作 り出す た め に 言語 を使用す る

遊 び の 中 で 役 割 ・活動を整える た め に 言語 を使用す る

に 、
レ ベ ル 珊 を 8点 と換算 し、各年齢 に お ける

平均値 を求め、年齢別変化 を分析 した 。

　（2）母子相互作用 の分 析

　健 聴 児 の 母 子 相 互 作 用 に 関 す る 先行研 究

（Dore ，
1978 ；武井 ・荻野 ・大 浜 ・斎藤，1984）

を参考 に 、主 に 音声 と手話 に よ る 相互作用 を表

す言語 的相互作用 カ テ ゴ リ と主 に身体的動作 に

よ る相互 作用 を表す動作 的相互 作用 カ テ ゴ リか

らな る聴 覚障害幼児用の 「母子相互作用 カ テ ゴ

リ表」（Table　4，　 Table　5 参照 ）を作成 し、聴覚障

害幼児 と健聴母親 と の 相互 作用 を 分析 し た 。

　 なお 、自由遊 び場面 に お ける象徴遊 び の 生起

時 間に は個人差 が見 られ た ため 、各幼児に お け

る 1 分 あ た りの 母子相 互 作 用 の 出 現 頻度 を求

め、象徴遊び の 生起時間 を 10分 に 換算 し 、 母子

相互 作用 の 分析 を行 っ た 。

児童心 理学 を専攻す る大学院生 を交 え て 協議 の

上 、最終的な分類 を行 っ た 。

　 1．象徴遊び に関する分析

　 2 歳〜 4 歳の 聴覚障害幼児の 象徴遊 び レ ベ ル

の 結果 を Table　3 に示 し た 。 各年齢の 平均値 に つ

い て 分散分析 を行 っ た結果 、年齢 の 差 は有意で

あ っ た （F （2．25）＝59．58，p ＜ ．01）。　LSD 法 を用

い た多重 比 較に よる と、 4 歳児の 象徴遊び レ ベ

ル は 、 2歳児 と 3 歳児の 平均に比 べ る と、有意

に高 く、 3 歳児 の 象徴 遊び レ ベ ル は
、 2 歳児 の

平均 よ りも有意 に 高か っ た （MSe ＝ 0．69，5％水

準）。

Table　3　 対象児の 象徴遊 び レ ベ ル

皿．結　果

　象徴遊 び レ ベ ル の 評価 は 、本研究者 と児童心

理 学 を学 び 、 子 ど もの 発 達 に関す る基礎的知識

を有す る大学 院生 1 名 の 2 名 に よ る
一

致率を求

め た 。 その 結果 、象徴遊 び レ ベ ル の 評定に 関す

る
一

致率 は 77．4％ で あ っ た 。

一
致 しな か っ た部

分 に つ い て は 、協 議 の 上 で 再 評 定 を行 い
、

90．3％ の
一致率を得た 。 遊 び の 内容 の 判 断が 困

難で あ り、 最終的 に評価が で きな か っ た 9．7％ に

つ い て は、今回 の 分析か ら除 い た 。

　 また 、 母 子相互作用 に つ い て は、最初 に本研

究者が分類 を行 い 、判定の 困難な もの に つ い て、

象徴遊 び レ ベ ル ／　　2 歳　　　3歳 　　　4 歳

　　 対象　　　　　（7人）　　 （11人）　　 （10人）

レベ ル 1

レ ベ ル 豆

レ ベ ル 皿

レ ベ ル W

レ ベ ル V

レ ベ ル VI

レ ベ ル V皿

レベ ル 、皿

21400000 00020720 QOOOO460

合計点数 16 64 66

平均 （SD ） 2，29　　　　　5．82

（0，88）　　　　（0．94）

6．60

（0．49）

1．各 レ ベ ル に お け る 数字 は 該 当対 象児 の 数 を示 す．
2．合 計 点数 は，レ ベ ル 点 × 人 数の 総和 で あ る ．
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　 2 ．母子相互 作用 に関する分析

　（1）聴覚障害幼児の相互作用 に関する分析

　聴覚障害幼児が行 っ た言語 的お よび動作的相

互 作用 の 出現頻度を Table　4 と Table　5 に 示 した 。

　言語 的相 互 作用 に お ける 年齢別 出現頻度 に つ

い て 、 x2 検定 を行 っ た結果 、年齢 間の 出現頻

度の 偏 りは有意で あ っ た（X2（2）＝ 10．21
，
　p 〈 ．01）。

ラ イ ァ ン 法を用 い た 多重比較 に よ る と、 2歳児

と 3 歳児 、 3 歳児 と 4 歳児 の 問に 有意な差 は な

か っ た もの の 、 4歳児の 言語 的相互作用 は 、 2

歳児 に比 べ て有意 に多か っ た （5 ％水準）。 動作

的相互作用 に お け る年齢別出現頻度 つ い て 、 xZ
検定 を行 っ た結果 、年齢 間の 出現頻度 の 偏 りは

有意で はなか っ た 。

　言語 的相 互 作用 と動作 的相互 作用 の それ ぞれ

の カ テ ゴ リにお ける 年齢 間 の 出現頻度の 偏 りに

つ い て x2検定を行 っ た 結果 、
い ずれの カ テ ゴ リ

にお い て も年齢間 の 出現 頻 度の 偏 りは 有意 で は

なか っ た 。

　（2）健聴母親 の相互 作用に関する分析

　健聴母親 に お ける言語的及び動作的 相互作 用

の 出現頻度 を Table　4 とTable 　5 に示 した 。 上 述

Table　4　 言語 的相互 作用

言 語 カ テ ゴ リ
健聴母 親 聴覚障害幼児

2 歳 3歳 4 歳 2歳 3 歳 4 歳
行動提案

説明要求

聞 き返 し

注意喚起

禁止 ・
拒否

教示 ・報告 ・
説明

説明要求へ の 答え

内的表出

受容 ・理 解

決 まり文句

代弁

無 意 味発声

もの ・行動 の 名称 の 言語化

オ ノ マ トペ
ー

模倣

発声の 伴 わ ない 手話言語

聞き取れ な い 発声

その 他

レ

α8
認

αD
玲

”

αo
銘

oo
芻

530
ρ

記

解

αn
αD
αD
侃

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

1

鈎

狙

貯

侃

畤

蕊

αρ

騒

腮

詔

U
αo

組

艮

αD

αDo
」

oo

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

艇

配

册

艇

σ

認

αo
如

U

レ

麗

αD
鎗

器

侃

αo
αe
α5

αo
αD
σD
αo

αo
σoo
ρ

αo

αの

恥

α○

 

 

αDU

傀

oD
αD

α3
 

侃

αo
 

鰓

餌

孀

 

αo

αD
鵬

腑

嘸

鰡

F

馬

αo

σD
 

肥

αD

幄

器

レ

聡

 

魄

oQ

鯲

α3
α9
姶

魄

淞

 

合　計 46 45．4 41 2．4 8．3 15．8

数字 は一人あた りの 出現頻度

Table　5　 動作的相互作用

動作 カ テ ゴ リ
健聴母親 幼児

2 歳 3 歳 4 歳 2歳 3 歳 4 歳

視線

リ
ー

チ ン グ

受 け取 り

差 し 出 し

物 の 操作

身振 り

受容 ・理 解

拒否

指さ し

そ の他

0，00

．0
α22
．33
．14

．10

．91
．21

．50

．0

0．00
，00

．00

．50

．1290

，90

．53

ユ

0．0

OQO93274610000020010 575114944430241100LO

，

m
αD
肝

錨

跚

娼

剣

囎

M
偲

3．70
．00
．43
，80
．62

．35

．40
．50
．80
．1

合 　計 13．3 8．0 6．2 16．4 22ユ 17．6
数字 は

一
人 あ た りの 出 現 頻度
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の 聴 覚障 害幼児の 相互 作 用 に 関す る 分析 と同

様 、 言語的相互 作用 にお け る年齢別 出現頻度 に

つ い て 、 x2検定を行 っ た結果、年齢 間の 出現頻

度 の偏 りに 有意な差 は なか っ た 。 また 、動作的

相互作用 に お ける年齢別出現頻度に つ い て xzit

定を行 っ た結果、年齢 間の 偏 りに 有意 な差 はみ

られ なか っ た 。

　 言 語 的相互 作用 と動作 的相互 作用の そ れ ぞ れ

の カ テ ゴ リにお ける年齢 間の 出現頻度の 偏 りに

つ い て x2検定 を行 っ た 。 そ の 結 果、「オ ノ マ ト

ペ ー」 に お い て 年齢 間の 出 現頻度 の 偏 りに 差が

ある傾 向が 示 され た （X2 （2）＝5．15，　p ＜ ．10）。 そ

の 他 の 言語的相互 作用 カ テ ゴ リ にお け る 年齢 間

の 出現頻度の 偏 りに は 、 有意 な差は見 られ なか

っ た 。 動作 的相互作 用で は 、 「物 の 操作 ］ にお

い て 年齢間 の 出現頻 度の 偏 りに 差の あ る 傾 向が

見られた （X2 （2）＝4．82，　 p 〈 ．10）。 その 他 の動作

的相互作用 の 各カテ ゴ リ にお ける出現頻度 の 偏

りに は、差が 示 され なか っ た 。

W ．考　察

　本研 究で は 、健聴母 親 との 自由遊 び場面 に お

い て 示 され る聴覚障害幼児の 象徴遊 び の 様子 を

分析す る こ とに よ り、聴覚障害幼児 における 象

徴遊 び の 発達傾 向や そ の 特徴、母子 相互 作用の

発達的特徴 を明 らか にする こ とを目的と した 。

　 1 ．象徴遊びの 発達に つ い て

　年齢毎の 象徴遊 び レ ベ ル の 変化 をFig，1 に示

した。各 年齢 に お ける象徴遊 び レ ベ ル の 平均値

は、 2 歳児は 2．29点 、 3 歳児 は 5．82点 、 4 歳児

87654321　

象
徴
遊
び

レ
ベ

ル

〔
レ

ベ

ル
〕

0
2 歳児 3 歳児

対 象児の 年齢

4 歳 児

Fig．1　 象徴遊 び レ ベ ル の 年齢別変化

は 6．60点で あ っ た 。 こ の ように、聴覚障害幼児

にお け る象徴遊び レ ベ ル は 、 年齢毎の レ ベ ル の

差が 示 され てお り、年齢 があがる に つ れ て 、 よ

り高次 な レ ベ ル の 象徴遊 びが 出現す る傾 向が示

さ れ た 。 また 、健聴児の 象徴遊 び レ ベ ル に 関す

る 先行研 究 （Westby ，1991）に よる と、 2 歳児の

象徴遊 び レ ベ ル は レ ベ ル 皿 〜IV、 3歳児の 象徴

遊 び レ ベ ル は レ ベ ル V 〜VI、 4 歳児 の 象徴遊 び

レ ベ ル は レ ベ ル W で あ る 。 本研究 にお ける聴覚

障害 2 歳児 の 平均 は 、 Westby （1991）の 示 し た健

聴 2 歳児の 象徴遊 び レ ベ ル よ りもや や遅 れ る傾

向が示 され た 。 ま た、本研究 の聴覚障害 3歳児

と 4 歳児の 象徴遊 び レ ベ ル は 、健聴児にお け る

3 歳児 と 4 歳児 の 平均 的象徴遊 び レ ベ ル に達 し

て い る と推察で きる 。

　 本研 究の 結果示 され た聴覚 障害 2 歳児 に お け

る象徴遊び レベ ル の 遅 れの原 因に つ い て は、本

研究で は明 らか に で きなか っ た 。 しか しなが ら、

こ の よ うな遅れ の 原因の
一

つ に音 声言語受容 に

お け る制約 をあ げる こ とが で きよ う 。 象徴遊 び

を支えて い る 象徴機能は 、様 々 な経験 に よ り発

達 す る と され る （高橋，1984）。 2 歳以前 の 聴覚

障害幼児は 、程度の差 はある もの の 聴覚的経験

に 制約 を有す る こ とにな る 。 本研究 にお い て も、

象徴遊び場 面に お ける聴覚障害 2歳児 の 言語 的

相互 作用は 極め て 少 な く、主 に動作的 相互作用

に依存 して い る こ とが 窺 え る 。 こ の よ うな音 声

言語 に よ る経験 や表 出の 制約が、象徴遊 び レ ベ

ル の 遅れ として示され る可能性 が考えられ る 。

　
一

方 、 聴覚障害 3 歳児 と 4 歳児で は、健聴 の

3 ・4 歳 と同等 な発 達 レ ベ ル が 示 され て い る 。

象徴 遊び は 、言葉の 発 達 に伴 い 、他者 へ 向け ら

れ た も の と し て 増 え て い く と さ れ る （戸 田 ，

1996）。 本研究 の 結果 に おい て も、 2 歳児 と 4

歳児で は言語 的相互作 用 における 明 らか な違 い

が示 さ れ て い る よ うに 、聴覚障害幼児 に お ける

言語的相互 作用 の 増加 に み られ る言語 的発達が

象徴遊 び レ ベ ル の 向上 に繋が っ て い る 可 能性が

考 えられ る 。
こ の よ うな言語 的発達 を支 えて い

る もの が 幼 稚部 に お け る言 語指導 と考え られ

る 。
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　 2．母 子相互作用の変化 に つ い て

　本研究 の 聴覚障害幼児で は 、 健聴児 に おける

母子相互 作用 に は み られ なか っ た言語的相互 作

用 カ テ ゴ リ が 観察され た 。 したが っ て、そ れ ら

を聴 覚障害幼児 の 母 子相互 作用 に お け る 固有 の

カ テ ゴ リ と考え、以 下 の よ うな分析 カ テ ゴ リを

新 しく作成 した （Table　4 ，
Table 　5）。

　聴覚障害幼児 と健聴母親の 両 方にみ られ た新

しい 相互 作用 カ テ ゴ リ は 、「も の や 行動 の 名称

の 言語化」、「オ ノ マ トペ ー」、「模倣」で あ っ た 。

聴覚 障害幼児の 言語 的相互作用 にみ られる 「模

倣」 は、い ずれ の 年齢で も多 くみ られ て い る こ

とか ら、幼稚 部 に 通 い 始 め た 2 歳児で す で に 、

健聴母親や教 師の 言葉 を繰 り返 し て 言 うこ とが

教 え られ て い る 教育的環境 を反映 し て い る もの

と考えられ る 。

　聴 覚障害幼児 の み にみ られ た相 互作 用 に は 、

「無 意味発 声」、「発 声の 伴 わ な い 手話 言語 」、

「聞 き取れ な い 発声」 の 3 つ で あ っ た 。 手話言

語は 、独 り言 の よ うに行 う単発 の 手話 で 、 それ

に対 し て健聴母 親は 、その 内容 を音声化 し て 幼

児に働 きか ける と い う特徴的反応が 示 された 。

また 、 無意味発声 は 、 健聴母親 の 働 きか けに対

する 返答 で は な く 、 「あ
一

」 「う一」 「ぶ 一
」 と

い っ た 音声 を発 して い る もの で あっ た 。

　健聴母 親 の み に 見 られ た もの は
、 聴覚障害幼

児の 代 わ りに言葉 で指 し示す 「代弁」で あ っ た 。

実際の 観察 に お い て も、代弁 の仕方に は年齢別

に違 っ た特徴 がみ られた 。 2歳児の 健聴母親は 、

遊 び の 中で 生 じ た 幼児 の 行動 を全 て 音声 に よ り

言語化 し、幼児 に聞かせ る ように働 きか けて い

る が、 3 歳児 の 健聴母 親 は、幼児 か ら の 視線 に

対 して 、幼児の 言 い た い と思わ れ る こ とを言 語

化して働 きか け を行 っ て い た 。 4歳児の 健聴 母

親は
、 幼児 の 自発 的な言葉や 言 い た い と思 われ

る言葉を文や 文章 の よ うな完全 な形 に して 示 す

とい う特徴が み られ た 。

　聴覚障害幼児 にお け る言語 的相互 作用 の 出現

頻度 は、 2 歳児 と 3 歳児の 間に は 明らか な差 は

なか っ た もの の
、 4 歳児に な る と、明 らか に増

加す る 傾向が示 され た （Fig．2 ）。 中 島ら （1986）
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Fig．2

2 歳 児 　 　　 　　3 歳 児 　　 　 　　4 歳児

　 　 　 　 　 対象児の 年齢

幼児 の 言語的相互作用の 年齢別変化

に よる と、象徴 機能は 、言語の 発 達 を支える要

因 とな る と示唆 され て い る 。 Table 　2 の 象徴遊 び

評価表 に示 され る よ うに 、 レ ベ ル 皿 及 び レ ベ ル

皿 の 4 歳児の 象徴遊 び は、言語使用が 中心 とな

っ て お り、 4歳児 に お ける言語 的相互 作用の 増

加 は 、象徴遊 び の 向上 に 深 く関わ っ て い る こ と

を裏付ける もの と思 われる。

　 また 、聴覚 障害幼児 の 言語 的相互 作用 で は 、

個 々 の カ テ ゴ リにお け る年齢 間の 差 は示 され な

か っ た 。 しか し 、 年齢が 上 が る に つ れ て 、 2歳

児で は み られ な か っ た 「教示 ・
報告 ・説 明」、

「説 明要 求へ の 答 え」、「内的表出」、 「聞 き取 れ

な い 発 声」、な ど、多 くの 言語的 カ テ ゴ リ が 出

現 し 、 3 歳 と 4 歳 に 進 むに つ れ 、増加す る様子

が 示 され て お り、こ の ような カ テ ゴ リ毎の 軽微

な増加が 、結 果的に 2 歳児 と 4 歳児 の 言語的相

互作 用の 違 い を もた らして い る もの と推察で き

る 。

　聴 覚障害幼児の 言語的相互 作用 は、年齢が上

が る に つ れ て 増 加す る傾 向 を示 して い る
一

方、

動作的相互 作用 に お ける 年齢 間の 違 い は み られ

ない 。 こ れ は 、音声言語 の 使用頻度が増加 し て

も、「指 さ し」、「視 線」、「差 し出 し」 と い っ た

動作 的相互 作用 を併用 し続 け る傾向が ある こ と

を示す もの と思 われ る 。

　子 ど も に お ける 初期 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン モ ー

ドには、音声 に よ る言譜 的 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン

モ ー ドの ほ か に、表情、身振 り、行動、関連事

物や 絵の 呈示 、指 さ しな どの 動作 的 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン モ
ー

ドが 多 く使 わ れ る （中野
・
齋藤，
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1996）。 本研 究 の 結果 示 され た 聴覚障害幼児 に

お ける動作 的相互作用の
一
定数の 維持 は、言語

的相 互作用 の 不完全 さを補 うた め に 、意味 を持

つ ジ ェ ス チ ャ
ーを含め た 多用 な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ

ョ ン モ
ー

ドを用 い る こ とを示唆 する もの と推察

で きる 。

　
一

方、健聴母 親 の 相互 作用 を考 える と、言語

的相互 作用全 体にお け る年齢別 変化 は み られ な

か っ た も の の 、「オ ノ マ トペ ー
」カ テ ゴ リにお

い て は 、 2 歳児の 健聴母親が 3 歳 児 と 4歳児の

健聴母親 に 比べ て 、オ ノ マ トペ ー
の 使用が多 く、

全 体的 に オ ノ マ トペ
ー

の 使用頻度が 多い こ とか

ら、聴覚 障害幼児 に お い て もオ ノ マ トペ ー
が乳

幼児期 にお ける 言語理解 と表 出の 基礎 とな っ て

い る （早川 ， 1973）こ とを支持 し て い る と思わ れ

る
。 ま た 、 2 歳 児か ら 3 ・4 歳児に か けて 、オ

ノ マ トペ ー
の 活用 が減少す る こ とは 、 2 歳児 の

健聴母親は、多 くの オ ノ マ トペ ーを使 い 言語的

相互 作用 を行 っ て い るが 、幼児の 年齢 の 上 昇 に

と もな い 、「行動提案」、「説明要求」、 「教示 ・

報告 ・説 明」 な どの 他 の 言語 的カ テ ゴ リ を用 い

て 、相 互作用 を行 うこ と を反映 し て い る も の と

推 察で きる。

　 また 、 聴覚障害幼児の 言 語 的相互 作用 は 年齢

と と も に増加 して い る に もか か わ らず、健聴 母

親 の 言語的相互 作用 の 頻度 は 、 年齢に よ る 変化

が 示 され な い
。

こ れ は 、 健聴母親 の 言語的相 互

作用が 「オ ノ マ トペ
ー

」や 「代弁」 と い っ た聴

覚障害幼児の 言語 的カ テ ゴ リの 増加 に 伴 い 減少

する もの もある 一方 、「行動提案」、「説明要求」、

「聞 き返 し」、「教 示 ・報告 ・説明1 の よ うに 、

聴覚障害幼児の 相互作用 に健聴母 親が 積極的に

関わ る こ とに よ り、増 加す る もの もあ り、こ れ

らの 増減 の 相殺 に よ り、変化が 示 され な い こ と

と推察 で きる 。 聴覚障害児 の 健聴母親 は 、 聴覚

障害児 と の 言語 的相互作用 に お い て 、 言語 的遅

れ を補 うた め に 、よ り積極 的に 相互 作用 を試み

る よ うで ある （Wedell−Monnig ＆ Lumley ，1980）。

　 健聴母 親 が 行 っ た動 作 的相 互 作 用 に お い て

は、聴覚障害幼児の 年齢に対応 した変 化 はみ ら

れ な か っ た 。 しか し 、 「物 の 操作」 カ テ ゴ リ に

お い て は、 2 歳児 の 健聴母 親が 、 3 歳児と 4 歳

児 の 健 聴母親 よ り、「物 の 操作 」 カ テ ゴ リ を多

く用 い る こ とが 明 らか に な っ た 。 物 の 操作 は 、

オ ノ マ トペ ー
と同様、そ の 場で 具体 的に 表 出さ

れ る 、 理 解 され や す い 表現 形式で あ り、低年齢

に お い て 、言語的表出や理解が精緻化 する前 に

多 く用 い られ る と い っ た 特徴 が あ る と思 わ れ

る 。

　総 じて 、聴覚障害幼児 に お ける母子 相互 作用

の 発達的特徴 と し て 、 2 歳児 で は物 を媒介 した

動作 的相 互 作用 カ テ ゴ リ が積 極的 に 用 い られ 、

4 歳児で は、主 に言語 を用 い て 相互 作用が 行わ

れ る こ と、また 、そ の 移行期間 と考 え られ る 3

歳児 は、言語的相互 作用 を増や しつ つ 、指 さ し

な ど を交 えた動作 的相互 作用 が 行わ れ て い る と

考え られ る 。

V ．まとめ

　本研究 で は、音声 言語 を主 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン 手段 とする 先天 性聴 覚障 害幼児 を対 象 と

し 、 聴覚障害幼児 と健聴母 親 と の 自由遊 び場面

を観察 し、象徴遊 び と母子相互 作用 の 発達傾 向

や その 特徴を検討 し、次の よ うな知見が 得 られ

た 。

　 まず、音声言語 を用 い る 聴覚障害幼児 の 象徴

遊 び発達 は 、年齢 が上 が る に つ れ て 、よ り高次

の レ ベ ル に 発達 し て い くこ とが 明 らか に な っ

た 。そ の 発達 レ ベ ル にお い て も、 2 歳で は健聴

児に比 べ てや や 遅 れ る傾 向が ある もの の 、 3 歳

に な る と 、 ほ ぼ 同様 の 発 達 レ ベ ル に達す る こ と

が 示唆 され た 。

　次 に 、本研究の 結果、聴覚障害幼児 と健聴母

親 との 相 互作用 で は、主 に健聴母親 に よる 「名

称 の 言 語化」 と 「オ ノ マ トペ ー」、主 に 聴覚 障

害幼児に よ る 「模倣」 とい っ た、健聴児の 母子

相互 作用 で は 見 られ な い 相互 作用 の パ タ ー
ン が

観察 され た 。

　 ま た、象徴遊 び場面 にお ける聴覚 障害幼児 の

言語 的相互 作用は 、年齢 と と も に 、増加す る傾

向が示 され た 。 聴覚障害幼児 と健聴 母親 との 相

互作用 に は、動作的相互 作用 を一定数 に維持 し
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なが ら 、 言語 的相互作 用が増 加 し て い く様子が

み られ た 。

　今 後、 0 、 1 歳児 の 母 子相互 作用 の 発達 と特

徴 も合 わせ て 検討 す る必要が あ る と思 わ れ る 。

また 、 3 〜 4 歳児か ら多 くみ られ る友達 との 遊

び も、社会性発 達 の 側面か ら、検討す る必 要が

ある と思 われ る
。
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Symbolic Play and  Mother-Child  Interaction in Hearing Impairment  Children

Chie TATEYAMA",  Inho CHUNG*  and  Sueo MATSUMOTO*"

    The present study  examined  developmental trends and  characteristics  of  symbolic  play and

mother-child  interaction for preschool  hearing impaired children.  Participants were  28

congenital  hearing impaired children  of  2 to 4 years old  and  their main  communication  method

was  oral, The analysis  of  mother-child  interactien revealed  that  symbolic  play in preschoel

hearing irnpaired children  reached  the same  level compared  with  hearing children  by  3 years

old,  although  2 years old  children  had some  lags compared  with  hearing chi1dren.  The verbal

interaction in hearing impaired children  increased with  ages.  The  nonverbal  interactien,

however, was  not  changed,  Some  characteristie  patterns as like enomatopoeia  or  oral  imitation

were  shown  in motheT-child  interaction of  pTeschool hearing impaired children.

KeyWords  : symbolicplay,  hearing impairedchildren, mother-childinteraction
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